
○健康寿命延長に寄与する健康行動の効果的な普及方策について、数市

町村でモデル実施[24]

○まほろば健康パークにおいて家族連れや高齢者が楽しめる健康イベン

ト「おでかけ健康フェスタ」を開催[15]

○山間部の高齢者を対象に、スマホを活用した健康づくりの取組方法を

検討 [11]

○電子カルテシステムと連動し、病院等のデータを健康づくりや医療機

関で活用するマイ健康カードの導入の検討[7]

○誰でも気軽に健康づくりを開始・実践できる「健康ステーション」の拡

充[20]

○国民健康保険制度、後期高齢者医療制度の円滑な運用（市町村国保財政

安定化のための調整交付金、後期高齢者の医療費等の給付に対する負担

金等）[28,193]

○地域包括ケアシステムの構築に必要不可欠な、市町村及び地域包括支

援センターの取組を支援[32]

○庁内に地域包括ケア推進室を設置

○健康長寿まちづくり検討会議において、地域包括ケアシステムの構築

について検討[1]

※[ ]はH26当初予算とH25.2補正予算の合計額、単位：百万円 １２

◇◇◇◇健康寿命日本一を達成するため、予防（保健）、治療（医療）、健康寿命日本一を達成するため、予防（保健）、治療（医療）、健康寿命日本一を達成するため、予防（保健）、治療（医療）、健康寿命日本一を達成するため、予防（保健）、治療（医療）、

回復（介護・福祉）の連動した取組を進め、健康づくりに取り回復（介護・福祉）の連動した取組を進め、健康づくりに取り回復（介護・福祉）の連動した取組を進め、健康づくりに取り回復（介護・福祉）の連動した取組を進め、健康づくりに取り

組む人を増やすとともに、地域包括ケアシステムを構築するこ組む人を増やすとともに、地域包括ケアシステムを構築するこ組む人を増やすとともに、地域包括ケアシステムを構築するこ組む人を増やすとともに、地域包括ケアシステムを構築するこ

とにより、要介護状態になる人を減らします。とにより、要介護状態になる人を減らします。とにより、要介護状態になる人を減らします。とにより、要介護状態になる人を減らします。

３３３３ 社会保障の充実とにぎわいのある住みよいまちづくり社会保障の充実とにぎわいのある住みよいまちづくり社会保障の充実とにぎわいのある住みよいまちづくり社会保障の充実とにぎわいのある住みよいまちづくり

を進め、くらしやすい奈良を創る取組を進め、くらしやすい奈良を創る取組を進め、くらしやすい奈良を創る取組を進め、くらしやすい奈良を創る取組

奈良県健康ステーション がん検診街頭啓発



※[ ]はH26当初予算とH25.2補正予算の合計額、単位：百万円１３

◇◇◇◇高度医療を担う医療施設の整備、医師・看護師の確保、質の高高度医療を担う医療施設の整備、医師・看護師の確保、質の高高度医療を担う医療施設の整備、医師・看護師の確保、質の高高度医療を担う医療施設の整備、医師・看護師の確保、質の高

い総合的ながん対策により、医療提供体制の充実を図ります。い総合的ながん対策により、医療提供体制の充実を図ります。い総合的ながん対策により、医療提供体制の充実を図ります。い総合的ながん対策により、医療提供体制の充実を図ります。

○北和地域の高度医療拠点病院としての奈良県総合医療センターの移転整

備、アクセス道路等の整備[5,732]

○県立医科大学附属病院のＥ病棟整備に対する支援[363]

○南和広域医療組合の救急病院（急性期）建築工事等に対する支援[412]

○地域医療を担う医師の確保策推進やキャリア形成支援等を行う地域医

療支援センターの設置・運営[5]

○医療機関における勤務環境改善の取組を支援するための医療勤務環境

改善支援センターの設置・運営[4]

○患者の立場に立った質の高いがん対策の推進（がん診療連携拠点病院に

対する支援、放射線治療専門従事者の育成に対する支援、在宅療養中

のがん患者・家族の意識調査の実施等）[124]

移転整備後の奈良県総合医療センター（イメージ）
県立医科大学附属病院Ｅ病棟（イメージ）

南和広域医療組合救急病院（イメージ）



○「奈良県障害者計画」の見直しを行うとともに、障害者に関する条例

の制定に向けた検討を実施[6]

○障害者支援施設、グループホーム等の整備を促進[402]

○企業との連携強化や地域での障害者就労への取組を強化（企業におけ

る障害者のニーズに応じた職場実習の受入等の拡大を推進）[36]

○精神障害者に対する医療費助成の対象を拡充[160]

○奈良県立大学において、シニアのための講座「奈良県立大学シニアカ

レッジ」を開講[6]

○特別養護老人ホームの整備を促進[324]

○認知症サポート医の養成等により、認知症の本人や家族への支援体制

を強化[1]

※[ ]はH26当初予算とH25.2補正予算の合計額、単位：百万円 １４

◇◇◇◇障害者支援に積極的に取り組むとともに、高齢者支援体制の充障害者支援に積極的に取り組むとともに、高齢者支援体制の充障害者支援に積極的に取り組むとともに、高齢者支援体制の充障害者支援に積極的に取り組むとともに、高齢者支援体制の充

実を図ります。実を図ります。実を図ります。実を図ります。

多くの障害者が働くクリーニング工場 特別養護老人ホーム



※[ ]はH26当初予算とH25.2補正予算の合計額、単位：百万円１５

◇◇◇◇子育て支援、児童虐待防止対策の充実、女性の就業率の向上に子育て支援、児童虐待防止対策の充実、女性の就業率の向上に子育て支援、児童虐待防止対策の充実、女性の就業率の向上に子育て支援、児童虐待防止対策の充実、女性の就業率の向上に

より、本県女性のワーク・ライフ・バランスの飛躍的向上を図より、本県女性のワーク・ライフ・バランスの飛躍的向上を図より、本県女性のワーク・ライフ・バランスの飛躍的向上を図より、本県女性のワーク・ライフ・バランスの飛躍的向上を図

ります。ります。ります。ります。

○奈良県らしい子育て支援策を推進するため、「（仮称）奈良県子ど

も・子育て支援事業支援計画」を策定[2]

○保育士人材バンクの設置運営等、保育士確保対策を実施[57]

○即効性のある少子化対策や、女性のワーク・ライフ・バランスの推進

に必要な施策について研究[1]

○少子化対策及びワーク・ライフ・バランスの推進のため、雇用保険の

育児休業給付金に上乗せを実施する県内事業所に助成[261]（再掲）

○児童虐待防止のための取組の推進（児童虐待の実態と発生要因の把

握・分析、児童虐待防止につながる市町村の保護者向け子育て講座の

開催支援、市町村の子育て支援のための家庭訪問員への児童虐待防止

スキルアップ研修の実施等）[25]

○女性の起業支援（セミナーの開催、相談の場の設置）[2]

○男性の積極的な育児参加を促進し、子育てをしやすい地域づくりに向

けた意識醸成を図るためのフォーラムを開催[3]

○語学力を活用した女性等の就労につなげるため「翻訳者養成塾」を開催

[3]（再掲）

奈良県中央こども家庭相談センター 働く女性のキャリアアップのためのセミナー


